










































ることからも、身体活動が SOC の向上に寄与する可能性が推測される。 
しかし、わが国の高齢者の SOC に関する実証検討は十分行われておらず、4つの研
究課題が挙げられる。第 1 は、後期高齢者を含めた高齢者の SOC レベルやその変化
が明らかになっていないことである。第 2 は、高齢者の精神健康に対して SOC が及
ぼす効果を縦断的に検討した実証研究が僅少であることである。第 3は、高齢者にお
ける身体活動と SOC に関して、双方向の因果関係を同時に検討した実証研究が皆無



















調査項目のうち、SOC には「13項目 5件法版 Sense of Coherence Scale」を、精















関連にとどまった一方、1 年間の SOC の変化量は有意な関連を示した。したがって、
もともとの SOC が高いこと以上に、SOC を向上させていくことが地域在住高齢者の
精神健康の保持増進に有効である可能性が示唆された。 
 





高齢者において身体活動の実施が SOC を高める可能性が示唆された。 
 















他者との運動が SOC と有意に関連し、他者とともに実施している場合に SOC が高い
ことを示した。 
以上のように、地域在住高齢者の SOC に関係する身体活動の内容は、性別・年齢層
別に異なる可能性が示唆された。これらの差異は、加齢による体力・身体機能の低下
や、ソーシャルサポートの獲得のしやすさに関する男女の違いを反映しているものと
考えられる。 
 
【結論】 
本論文では、高齢者の精神健康の保持増進に向けて、地域在住高齢者の SOC と身
体活動に関する検討を行った。その結果、SOC レベルに関しては、後期高齢者の SOC
レベルが前期高齢者よりも明らかに高いとは言えないこと、および高齢期における
SOC レベルの上昇は前期高齢者までで鈍化し、後期高齢者ではみられなくなる可能性
が示唆された。また、精神健康の保持増進の上では、もともとの SOC が高いこと以上
に、SOC を向上させることが有効である可能性が示唆された。さらに、身体活動が
SOC の向上に寄与する可能性を示し、それに有効な身体活動の内容は、性別・年齢層
別に異なる可能性が示唆された。 
本研究は、わが国の地域在住高齢者を対象にして、SOC が精神健康に及ぼす効果を
縦断的検討により実証するとともに、SOC の向上に有効な身体活動を詳細に示した初
めての研究である。また、本研究では、体力測定および認知機能検査が実施できる比
較的活動的な元気高齢者集団を対象にしているため、これらの知見は精神保健対策に
おける一次予防的なアプローチとして意義あるものといえる。  
